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資 料 2

苫 小 牧 市 廃 棄 物 減 量 等 推 進 審 議 会 について  

１ 審議会の目的 

現代の便利で豊かな生活は、大量生産・大量消費・大量廃棄という社会構造

に支えられおり、ごみ排出量の増加と廃棄物の多様化が進んだ結果、最終処分

場の用地確保や適正処理の困難化などの社会問題が顕在化してきました。

また、資源の枯渇は地球規模の課題となり、このまま放置すると取り返しの

つかない事態が予想されるなか、本市においては、衛生的かつ安定的な処理を

図るため分別収集の徹底と適正処理に努めてきたことと、平成 25 年 7 月に家

庭ごみの有料化がスタートしたことにより、順調にごみ減量とリサイクルの推

進が図られてきておりますが、より一層のローコストで効率的かつ効果的なご

み処理の仕組みを次世代に渡していくことが求められています。

そのため、ごみの減量化・再生利用等について、市民の皆さまから幅広い意

見を聞くことを目的として、「苫小牧市廃棄物減量等推進審議会」を設置してい

ます。

２ 審議会の法的位置づけ 

(１) 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第 5 条の 7 の規定により、一

般廃棄物の減量等に関する事項を審議するための機関として、設置が認

められています。

(２) 「苫小牧市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」第 27 条の規定により、

審議会を設置することを定めています。

(３) 「苫小牧市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則」第 13 条から

15 条の規定により、必要な事項を定めています。
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根 拠 法 令 等

法

律

（廃棄物減量等推進審議会）

第５条の７ 市町村は、その区域内における一般廃棄物の減量等に関する事項を審

議させるために、廃棄物減量等推進審議会を置くことができる。

２ 廃棄物減量等推進審議会の組織及び運営に関して必要な事項は条例で定める。
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例

（廃棄物減量等推進審議会）

第２７条 法律第５条の７の規定に基づき苫小牧廃棄物減量等推進審議会（以下、

「審議会」という。）を置く。

２ 審議会は、委員２０人以内で組織する。

３ 委員は、次に掲げる者のうち市長が委嘱する。

（１）学識経験者

（２）民間諸団体の代表者

（３）前 2 号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者

４ 委員の任期は２年とする。但し、再任を妨げない。

５ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

６ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則

で定める。
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（廃棄物減量等推進審議会）

第１３条 苫小牧市廃棄物減量等推進審議会（以下、「審議会」という。）に会長及

び副会長各１人を置き、委員の互選により選出する。

２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。

第１４条 審議会の会議は、会長が招集する。

２ 審議会の会議は、委員の半数以上の出席しなければ開くことができない。

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決するものとし、可否同数のとき

は議長の決するところによる。

第１５条 前２条に規定するもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、市長

が定める。
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参考：苫小牧市廃棄物減量等推進審議会の開催経過 

第１次(H7.9.1～H9.3.31) 

第 1 回審議会

平成 7 年 9 月 1 日 委嘱状交付、会長・副会長選出、清掃事業の概要

第 2 回審議会

平成 8 年 2 月 14 日 ごみ減量、資源化についての提言（各委員より発言）

第 3 回審議会

平成 8 年 5 月 16 日 ごみ減量に関する項目別討議

第 4 回審議会

平成 8 年 7 月 17 日 視察：千歳市環境センター、ごみ減量に対する提言のまとめ

提言書起草委員の選出

第 1 回提言書起草委員会

平成 8 年 9 月 27 日 提言書のとりまとめ

第 2 回提言書起草委員会

平成 8 年 11 月 26 日 提言書のとりまとめ

第 5 回審議会

平成 9 年 2 月 14 日 提言書の決定・承認、市長への提出

第２次(H9.4.1～H11.3.31) 

第 1 回審議会

平成 9 年 4 月 10 日 委嘱状交付、会長・副会長選出、清掃事業の概要

第 2 回審議会

平成 9 年 10 月 6 日

平成 9 年 10 月 14 日

第 1 次審議会の経過説明、減量に対する意見交換

札幌駒岡清掃事務所視察

第 3 回審議会

平成 10 年 8 月 10 日 苫小牧市ぽい捨てによる空き缶等の散乱の防止に関する条例の概要、意

見交換

第 4 回審議会

平成 11 年 1 月 21 日 沼ノ端クリーンセンターの視察研修

第３次(H11.4.1～H13.3.31) 

第 1 回審議会

平成 11 年 4 月 14 日 委嘱状交付、会長・副会長選出、清掃事業の概要

第 2 回審議会

平成 11 年 7 月 21 日 第 2 期分別収集計画について、第 2 次提言書作りについて意見交換

第 3 回審議会

平成 11 年 12 月 21 日 提言発表

第 4 回審議会

平成 12 年 4 月 26 日 提言書起草委員の選出

市内リサイクル施設視察

第 1 回提言書起草委員会

平成 12 年 5 月 19 日 提言のまとめ方検討、今後の日程検討

第 2 回提言書起草委員会

平成 12 年 7 月 7 日 起草委員会各自草稿提出、検討

第 3 回提言書起草委員会

平成 12 年 8 月 25 日 提言書原案素案の検討

第 5 回審議会

平成 12 年 9 月 8 日 提言書原案の検討
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第 4 回提言書起草委員会

平成 12 年 10 月 4 日 修正意見、補足意見の検討

第 6 回審議会

平成 12 年 10 月 24 日

提言書の承認、決定

「ごみの減量・リサイクル」に関する提言

第４次(H13.4.1～H15.3.31) 

第 1 回審議会

平成 13 年 4 月 13 日 委嘱状交付、会長・副会長選出、清掃事業の概要

第 2 回審議会

平成 13 年 8 月 28 日 一般廃棄物処理基本計画の骨子の説明、意見交換

第 3 回審議会

平成 14 年 1 月 29 日 一般廃棄物処理基本計画の策定、経過報告

第 4 回審議会

平成 14 年 6 月 5 日 一般廃棄物処理基本計画の策定

第 5 回審議会

平成 14 年 8 月 27 日 北海道エコリサイクルシステムズ見学

第 6 回審議会

平成 15 年 2 月 17 日 清掃事業の現況及びリサイクル事業

第５次(H15.4.1～H17.3.31) 

第 1 回審議会

平成 15 年 8 月 8 日 会長・副会長選出、清掃事業の概要

第 2 回審議会

平成 16 年 7 月 26 日 清掃事業の現況及びリサイクル事業

第６次(H17.4.1～H19.3.31) 

第 1 回審議会

平成 17 年 4 月 28 日 委嘱状交付、会長・副会長選出、清掃事業の概要

第 2 回審議会

平成 18 年 2 月 6 日 諮問「家庭ごみの減量化施策と具体的方策について」、苫小牧市ごみの

現状と課題、苫小牧市一般廃棄物処理基本計画の概要、ごみの減量、リ

サイクルに関する提言

第 3 回審議会

平成 18 年 2 月 22 日 先進地視察研修（札幌市中沼プラスチック選別センター及び札幌プラス

チックリサイクル㈱の見学と意見交換、小樽市環境部との意見交換）

第 4 回審議会

平成 18 年 3 月 30 日 先進地視察研修（新日本製鐵㈱室蘭製鐵所のプラスチックリサイクル施

設の見学と意見交換、伊達市経済環境部との意見交換）

第 5 回審議会

平成 18 年 5 月 17 日 先進地視察研修結果、道内主要都市のごみ処理の状況、道内主要都市の

ごみ減量施策の状況、道外人口類似都市のごみ処理状況

第 6 回審議会

平成 18 年 6 月 15 日 分別品目の細分化

第 7 回審議会

平成 18 年 8 月 30 日 事業系ごみの分別の方策

第 8 回審議会

平成 18 年 10 月 17 日 清掃行政について（市長との懇談）

第 9 回審議会

平成 18 年 11 月 28 日 平成 12 年 10 月の「ごみの減量・リサイクルに関する提言」の検証

第 1 回起草委員会

平成 19 年 1 月 17 日 答申内容の検討と今後の取りまとめ方
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第 2 回起草委員会

平成 19 年 2 月 13 日 答申書案の検討

第 10 回審議会

平成 19 年 3 月 23 日 答申書案の最終検討

「家庭ごみの減量化施策とその具体的方策について」

第７次（H19.4.1～H21.3.31)

第 1 回審議会

平成 19 年 4 月 25 日 委嘱状交付、会長・副会長選出、苫小牧市のごみとリサイクルの現状

（減量審の概要、ごみ処理の現状、リサイクルの現状、ゼロごみ大作戦）

第 2 回審議会

平成 20 年 1 月 25 日 副会長選出、

苫小牧市廃プラスチック類資源化実施計画の骨子説明、意見交換

第 3 回審議会

平成 20 年 3 月 19 日 市内リサイクル処理施設視察（家電リサイクル処理施設、有機性廃棄物

堆肥化施設、廃タイヤ中間処理施設）

第 4 回審議会

平成 21 年 2 月 9 日 ごみ処理の現状について、資源品目拡大について（意見交換）

第 5 回審議会

平成 21 年 3 月 24 日

市内リサイクル処理施設見学（木材ﾘｻｲｸﾙ施設、ガラスびんﾘｻｲｸﾙ施設）

第８次（H21.4.1～H23.3.31)

第 1 回審議会

平成 21 年 5 月 11 日

委嘱状交付、会長・副会長の選任、減量審議会の概要について、

清掃事業概要について

第 2 回審議会

平成 22 年 1 月 25 日 一般廃棄物と産業廃棄物の分類、一般廃棄物の排出量の推移、苫小牧市

一般廃棄物処理基本計画（案）の概要について

第 3 回審議会

平成 22 年 3 月 25 日 「苫小牧市一般廃棄物処理基本計画」（案）について

第 4 回審議会

平成 22 年 9 月 22 日 諮問 家庭ごみの有料化について

第 5 回審議会

平成 22 年 10 月 21 日 家庭ごみの有料化について（道内他市における家庭ごみ有料化の実施状

況について、家庭ごみ等の処理施設及び処理費用の現状について、家庭

ごみ有料化に伴う併用施策について、住民参加と市民周知について）

第 6 回審議会

平成 22 年 11 月 18 日 家庭ごみの有料化について（家庭ごみ有料化に伴う各種課題について、

紙類の資源化について、事業系ごみの減量について）

第 7 回審議会

平成 22 年 12 月 16 日 家庭ごみの有料化について（意見集約）

第 1 回起草委員会

平成 22 年 12 月 28 日 「家庭ごみの有料化について」の答申草案について

第 2 回起草委員会

平成 23 年 1 月 18 日 「家庭ごみの有料化について」の答申草案について

第 8 回審議会

平成 23 年 2 月 14 日 家庭ごみの有料化について（答申草案について）

第 9 回審議会

平成 23 年 3 月 24 日 家庭ごみの有料化について（答申案について）
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第９次（H23.4.1～H25.3.31)

第 1 回審議会

平成 23 年 4 月 13 日

委嘱状交付、会長・副会長の選任、減量審議会の概要について、

清掃事業概要について

第 2 回審議会

平成 23 年 8 月 31 日 ごみ減量とリサイクル推進に対する基本的な考え方、家庭ごみ有料化実

施計画（案）、紙類資源化実施計画（案）

第 3 回審議会

平成 24 年 7 月 17 日 053 大作戦～ステージ 3～の取組状況、事業系ごみ処理手数料について

第 4 回審議会

平成 24 年 8 月 22 日 事業系ごみ処理手数料の改定、資源物分別イメージＤＶＤの上映につい

て

第 5 回審議会

平成 25 年 3 月 26 日 市民周知の状況について

市内再資源化企業視察（家電リサイクル処理施設、プラスチック中間処

理施設）

第 10 次（H25.4.1～H27.3.31)

第 1 回審議会

平成 25 年 4 月 9 日

委嘱状交付、会長・副会長の選任、減量審議会の概要について、

一般廃棄物処理基本計画について、家庭ごみの有料化について、

清掃事業概要について、053 大作戦～ステージ 3～の取組について

第 2 回審議会

平成 25 年 11 月 1 日 053 大作戦～ステージ 3～総括、家庭ごみ量の推移・組成分析について

不法投棄・不適正排出の状況について

第 3 回審議会

平成 26 年 5 月 21 日 札幌市・石狩市再資源化企業等視察（環境情報発信施設、資源物搬入

施設、家電リサイクル処理施設）

第 4 回審議会

平成 26 年 11 月 7 日 家庭ごみ有料化後 1 年の状況について、沼ノ端クリーンセンターの

長寿命化について

第 5 回審議会

平成 27 年 3 月 26 日 053 大作戦～ステージ 4～の概要について


